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広聴広報の取り組み

申込方法

対　象

講座内容

みえ県議会出前講座

編
集
後
記

県議会の仕組みや議員の仕事などを、動画やスライド資料を使用しな
がら分かりやすく説明します。質疑応答の時間もありますので、議員
に聞いてみたいことを自由に質問できます。
※希望される講座内容がある場合は、可能な限り対応します。

県内の小・中・高等学校、大学などにおける授業の１時限

県議会ホームページから申込書をダウンロードしていただき、郵送、
ファクス（059-229-1931）またはメール（gikaik@pref.mie.lg.jp）
でお申し込みください。

テレビ中継

インターネット中継•録画配信
本会議、常任・特別委員会、全員協議会、

議長定例記者会見などの生中継・録画配信を
ホームページからご覧いただけます。

本会議の代表質問・一般質問、予算決算常任委員会の総括質疑の模様を、三重テレビ放送（７チャン
ネル）で生中継しています。
　また、議会の活動をハイライト形式で紹介する「三重県議会ハイライト」を
年に５回放送しており、令和5年度の放送分はホームページからもご覧いただけます。

議会中継・録画

議長定例記者会見

ビデオライブラリー

みえ県議会だより
議会の取り組みの実績やお知らせ、
代表質問・一般質問の内容などを掲載
しています。
年に７回発行しており、新聞折り込み

のほか、ホームページではＰＤＦ版、電
子ブック版、スマホ版、音声版もご覧い
ただけます。

スマホ版県議会だより

みえ現場de県議会
県民の皆さんの多様な意見を
県議会での議論に反映していく
ため、テーマを設定し、県民の
皆さんから直接意見を聞く「みえ
現場de県議会」を平成22年度
から開催しています。

三重県議会ホームページ
議会Facebookページ

ホームページでは、議会の日程
や、会議録、議員名簿など、県議
会に関するさまざまな情報を掲載
しています。
   Ｆａｃｅｂｏｏｋページでは、議会に
関する最新情報をタイムリーに発
信しています。
ぜひ、ご覧ください。

新しい発想を取り入れな
がら、分かりやすく興味を持
って見ていただける広報紙を
作っていきたいと思います。

議会
Facebookページ

三重県議会
ホームページ

傍 聴
どなたでも会議を傍聴することができます。　　
会議の日程はホームページなどでご確認ください。

本会議

委員会
など

受付時間　本会議開始３０分前から
定　　員　１８０人

受付時間　委員会・会議開始３０分前から
定　　員　１０人

議事堂１階の傍聴者用エレベーターで
６階傍聴受付へお越しください。 

議事堂１階の受付で傍聴券を受け取り、
各室の傍聴入り口から 入室してください。
 会議開始１０分前に定員を超えた場合は抽
選で決定します。 

傍聴

県議会をより身近に感じていただくことを目的に、
県議会議員が学校に出向いて授業を行う
「みえ県議会出前講座」を実施しています。

議会ではどういった仕事
をしているのか、会議でど
ういうことを決めているの
かが知れてよかったです。

（中学生）

来年から選挙権を得るのに
あたって、議会の詳しい話を
聞くことができたのでよかった
です。選挙に参加するように
したいと思いました。（高校生）

詳細は、三重県議会ホームページをご覧ください。
URL　https://www.pref.mie.lg.jp/
 KENGIKAI/08085011272.htm

出前講座の様子 参加した児童・生徒の感想

みえ県議会出前講座

みえ現場de県議会

社会で習う内容より細かい
ところまで教えてくれたのでと
ても分かりやすかったですし、
質問にも的確に答えてくれた
ので納得できました。

（小学生）

実施校
募集中！！

議会をみるなら・・・議会をみるなら・・・

あらゆる世代に三重県議
会を身近に感じていただけ
るよう、分かりやすく印象的
な情報発信を目指します。

未来の三重県を担う若い
有権者にも三重県議会が
身近になる発信ができるよ
う、取り組んでいきます！

議会や議員のさまざまな
活動を知っていただけるよう、
広聴広報に取り組みます。

私にとっては5年ぶりの
配属となりましたので 今まで
の議員活動の経験を活かし
て全力で取り組みます。

いつで
も、

　どこ
でも！

！いつで
も、

　どこ
でも！

！

現地で
！！

現地で
！！

自宅で
も！！

自宅で
も！！

　傍聴の手続は
　　　　　カンタン！　傍聴券を
　　受け取るだけです！！

世古　明 委員 龍神 啓介 委員

他の委員は、みえ県議会新聞NO.2で掲載します。

吉田 紋華 委員 中瀬 信之 委員 廣　耕太郎 委員

議員と直接やりとりをする経験は、
若い世代の政治参加に
つながっていくと思います。実施校の教員


